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取扱説明書 


このたびは本品をお買い上げいただきまして 
まことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」 
をお読みいただを、正し < 使用して < ださい。 
この「取撒説明書」は、保証書と共に大切に 
保管しておいてください。 

■同捆のアフターヴービス登録カードは必ず 
ご投函ください。 



ををのために必ずお守りください •• 

使用ずる場所 . 

各部のなまえ . 

操作部^裹示部の名前と使。面^ • 

お使いになる前の準偏 . 

~襄品と同補品を面百虫 G 重す" ..... 

灯油についす1 . 

r 給油のしかた . 

点火前の準備 . 

使いかた . 

点乂 (通常運転) . 

炎の状態 I . 

室温の調節-ぶ万調扉~ . 

タイマー運転のてな忘 . 

斗亏一運転辭除のしかた . 

~タイマー運転の注意事項 I . 

消火のしかた I ..… .. 

消乂後再点火するとをのま意 .ぃ.. 
消し忘れ消乂装置の使いかた … 

換気注意表示の貢方1 . 

鮮装胃 . 

点検-手入れ . 

故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

異常のお知らせ~ . 

故障かなと思ったとさに . 

部品交換のしかた . 

保管(長期間使巧しない場合) . 

廃棄するとを . 

仕様 . 

アフターヴービス . 


.•] 〜6 
……6 
- - 7 〜8 
.- 7 〜8 
9〜に 


. 9 〜10 


..…11 
12 

13〜19 
..…13 
…14 
15-16 
17〜18 
■.…18 


……19 
……19 
……19 
..…20 
21〜23 
24-25 
……24 


巧〜29 


么筒墳 


ガソリン使用禁止 
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巧気が妄 

1時間に1〜2回 

!谭るが消ぶ〕 
[スプレーち厳禁 1 

A 注意 

変質した持ち越し巧油 
使巧厳禁 


レーザークリーン 
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強制通気お開放式石油ストーブ 



お使いになる前に 


使いかた 


点横•手入れ•アフタ I ヴ—ビス 
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巧をのために必ずお守り < だをい 



♦お使いになる人や他の人への危書と財産への損善を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明していまず。__ 

へ A BhCk ,1— , - T この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 

/へち険 ( DANGER ) こ、重傷を負う危険、または火災の危険び差し迫っ 

* _一■へ V _ ク て生じることび想定される内容 をおしていまず。 

A ' » か A /in ■- mu- .^、この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 

響ち ( WARNING ) こ、重傷を負う可能性、または火災の可能性び想定 

される内容 を示しています。 

八、、^グ A * , A - ~この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷 

/|\ま写 ( CAUTinN ) 害5負う可能性や物的損害の発生が想定される内容 
'♦ 、 を示してしほす。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 (§) ® ® 
A ~ 


〇を© 


この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「を意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


説明义中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


么危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで 
<ださい。 

が量の混入でを、火災の原因にな 0 まず。 


燃 


妳 



ガソリン禁止 


告 （ WARNING) 


「★スプレー吿厳禁 i 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの上や温風のあたるところに放置しな 
いで < ださい。 

熱で吿の圧力び上がり、爆発し、危険です。 



0 


女換気必要 1 

• 換気せずに使用しつづけないでください。酸 
素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素 
などび発生して中毒になるおそれびあ 0 まず。 
• 使用中は必ず 1 時間に ] 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)撰 
気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)撰気び充分におこな 
えない場所では、使用しないでください。 



爲 















意に AUTION) 


I 


2 


燃焼部(炎筒)の上に、 
た0しないで<ださし 
火がや異常燃焼、故障 



禁止 


_★ 力—テ ン、可 燃物近接厳禁 I 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは、使 
用しないで < ださい。 

毛布やみとんなどを近くに置かないで<ださい。 
火災び発生するおそれびあります。 



使用禁止 


み寝るとを消乂1 

寝るとをやが出ずるとさは、必ず消火している 
ことを確認して < ださい。 

予想しない事故び発生ずるおそれびありまず。 



〇 


★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが 
発生するをの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー ）、 
スプレーを使用しないで < ださい。 

火災や故障の原因にな0ます。 


温風 吹出□を ふさがない I 

衣類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や义災の原 
因にな0ます。 



0 



告 （ WARNING) 


お使いになる1刖に 












巧をのために12^ずお巧り<だをい 

_ 么を意に A UTION ) 


两合油-時 y 肖が 


給油は、必ず消乂し、本体温度び充分下びって 
か5おこなって < ださい。 

火災のおそれびあ0ます。 



I ★変質な油禁止 I 

変質灯油(持ち越した丹油など）-不純灯油（灯 
油しが+の油■水•ごみび混入したな ^ 
油など）を使巧しないでください 。 pv \ 
バーナーに タールび たまり、 異常燃 
焼や故障の原因にな0ます。 禁止 


★ほこり除去] 

給気フィルターやフアンカバーは、週]回が上 
必ず掃除して < ださい。 

ごみ、ほこりなどでフィルターやカバーびつま 
ると、異常燃焼のおそれびありまず。 



〇 


! ★異常時使 用 禁止 I 

におい、すすの発生、炎の色など異萬を感じた 
とさは使用しないで < ださい。 

運転スイッチを巧して r 切」にしてください。 
異常燃焼のおそれびありまず。 


1 ★居室の給油禁止] 

N 

給油は、必ず乂の気のないところで 

おこなってください。 


火災のおそれがあ0まず。 

\ 

禁止 

ノ 



0 

使用禁止 


♦点火不良で、何回ち点火操作をした後に点乂 
ずると、バーナー内にたまった灯油び燃焼し 
てがび大をくなり、ずずび出て異常燃焼します。 
このよラなときは、あわてずに、運転スイッ 
チを押して「切」にし、たまったな油び燃えつ 
きるまで待ってください。電源プラグをコン 
セントか5巧かないでください。 

♦万ース I ''ーブか6义び出たり、床などに火び 
ついたときは、あわてずに消乂器で消火して 
<ださい。 


I ★温風に直接あた 6 ない1 

温風に直接長時間あた6ないでください。低温 
やけどや脱水症がになるおそれびあります。 

溫風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあ0ます。 



圧み合射熱に量時聞あを 5 ぶ 

ふく射熱に長時間あたると、低温やけどや脱水症状になるおそれびあります, 


0 


禁止 


3 






















巧をのために必ずお守り < だをい 


么注意 （ CAUTION) 


I 本 廃棄す るとを I 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク内の灯油を抜を取ってください。 

馈ぺ-ジ参照） 

灯油が入ったまま廃棄すると U サイクルの際思わ城事故になるおそれびあります。 J 旨示 


み次の場所で!_ま偉をレをい] 

火災や予想でさない事故や故障の原因にな0まず。 

(;フお_平_写__をい場所、_不安^^南） 

♦傾斜した攝所や振動の激しいところでは、使 
用しないで < ださい。 

巧震自動消乂装置び誤作動することびありまず。 
♦しっかりしたじよラぶな床面で使巧してくだ 
さい。 

•不安定な台上で使用しないでください。転落 
ずるおそれびあり危険です。 

(暖炉などス トこブ が囲われる 辱 西） 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使 
い方をしないで < ださい。 

乂災の原因になります。 


0 

使用禁止 

をあをる場呼、部屋み岳天口 (屋外)） 

♦風のあたるところでは使用しないでください。 
炎が出て危険です。掃除機の排気にを注意し 
てください。 

♦部屋の出入□など人の通るところ、人がぶつ 
かつたりつまずく場所で使用ずると、転倒し 
て事故や火災び起きるおそれびあります。 


0 まこりや湿気のをい場所） 

♦空気を取り入れるフィルターび目づまり状態 
になり、異常過熱や異常燃焼を起こし、事巧 
になる危険性があります。 

f 奇燃桂ガスの発生ずる場所、^ 

まをはたまる場所 J 

•爆発や火災の原因になります。 

(1 届室/飼育雪など人のいをい場声 

♦予測でさない事故び発生するおそれびあります。 



がま定な物をのせた棚 など の下^ 

♦落下物により乂災び起さるおそれがあります。 

f 直射日光のあたる場所、^ 
ij 豆度の 高い場所 j 

♦異常燃焼を起こずおそれがありまず。 


里 • 美容院、ク リーニング店などスプレーや化 学薬品を使ラ場所) 

け里•美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないでください。 
器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属や鏡、ガラスなどを傷める原因となりまず。 

►石油ストーブで暖房する部屋ではシ U コーンを配含した枝毛用コート淑やへアート U —トメント（枝 
毛用)は点乂 S スや、途中消火など故障の原因になりまずので使用しないでください。 


5 














意 （ CAUTION) 


願い （ NCmCE) 


使用ずる場所 

齒を駆使辟を-をを回 

♦なるべく部屋の中央に置いていただをますと、対流効果によってお部屋の温度のムラびかなくなり、 
効果的な暖房びでさます。 



L ★をリ三一：/配合製品を使用しなし句 

•石油ストーブで隱房する部屋では、シリコーン酷含製品（ムース-クリーム.液体スプレーなどの 
枝毛用へアト U — 卜:ント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。 

点火 S ス-途中消火などの故障の原因になりまず。 

[ik'Bmmm] 

•灯油の廃棄の分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


「★可燃物(木壁、_含板、ふ_ずまなど)との距離を 

•ス I -ーブ上方の棚などとの距離は必ず1.巳 m 
じ(上あけてください。 \ I 

♦上方の棚などからの落下物びないよラにしてく \ け mL イ上 

ださい。 A -' 

♦特に、カーテンなどびストーブにふれないよラ 
にしてください。 

♦家具などか5は充分な距離をとってください。〜一 
(熱で変形や変色、自然発乂ずることびあ0ます。） パ:^ 


1.5 mL ソ上 



火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 

(高地- ( 13013 ml ； Lb の場所り 

♦酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

• 800- 1 300 m では調整びお要ですので販売 
店までお問い含わせ < ださい。 


0 

(せまい部屋で[ま！ わない ）使。巧止 

♦廳房出力に見をった部屋で使用してください。 
せまい部屋で使用すると、室温び上び0ずぎ 
たり、酸素不足により異常燃焼のおそれびあ 
0まず。 


お使いになる前に 













る部のなまえ 


外観図 


炎筒組立 


油タンク 


操作部•表示部 


給気フィルター 
(燃焼用空気取入 □) 


ガラス炎筒 


ガ-ド 


電源コード 


_ デジ タル表 示部 

■室内温度表示 

日で〜32むまで表示します。 


ま巧温度参 
設定•乂力〇 


■設定温度表示 

6む〜2813まで設定遍度を選択で 
さます。 


室巧温度〇 
設定•义力参 


13時間燃焼の残り燃焼時間表示 
1日分から]分まで表示します。 

>消乂すると3 W を表示します。 


室巧温度〇 
設定•火力〇 


■タイ マー 設定時間(残時間）表示 
日.已時間〜24時間まで表おします。 

♦タイマー運転終了時に fW を表示 
しぶ 〇 


室内湿度〇 
設定•义力〇 


■自動的に消火したとさの表示 

自己診敞機能により、異窜時に 
so 〜 >5，'/を表示します。 


室巧温度〇 
設定.义力〇 


■設定义力を表示 

H , .1こ'5〜>口合.，：_〇まで乂力 
を選択でさます。 

(手動ランプ点の時） 


室內温度〇 
設定•义力〇 


操作部 • 表 71 ^部の 
なまえと使いかた 














設定•乂カランプ 


室内温度ランプ 


手動ランプ 


♦自動運輯のと走 

室温-火力調節ボタンを 
巧すと1闲少間点灯し、デ 
ジタル表示部は設定温度 
(で）を表示します。 

♦手動運転のとさ 

点灯し、デジタル表示部 
は火力を表示します。 


運転を開始ずると点 
灯し、デジタル表示 
部は室温(で）を表示 
します。 


手動運転のとをに点灯します。 
自動運転のとをは消打します。 


予約ラン プ_ 

タイマー運転中に点口し、デ 
ジタル表示部には、点乂まで 
の残り時間(時間）を表示しま 
ず。 


給油ランプ_ 

油タンクに油びなくなったと 
さに点巧しまず。 



室温•乂力調節/タイマー合わせボタン 

1 

室温-火力調節 

タイマー舍わせ 

妇 

ボタン 

設定温度を下げる 

設定時間を短くずる 

火力をかさ<する 

の 

設定温度を上げる 

設定時間を長くする 


火力を大さくずる 

15.1 日.17ページ参照 

ノ 


運転スイッチ 

♦一度押すと 「入—」 

♦ち5—度押すと「切里」 
になります。 

•点滅 . 予熱中 

•点灯 . 運転中 

13-17- 19ページ参照 


-1_ 

' 時間延長ボタン ] 


押したときから再度3時間の 
燃焼び可能になりまず。 


19ページ参照 



タイマーボタン 


タイマー運転を開始します。 


17ぺージ参照 

、 J 


手動切替ボ タン 

手動運転と自動運転の切り替 
えをします。 


15.16ぺージ参照 












お使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出します 


♦包装箱からすべての徊包材を取り除さ、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

附属品の置台および取扱説明書を取 D 出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や捆包材は保管するとさにご利用ください。 



灯油について 


■燃斜はな油(」旧1号巧油)を必ず使用してください。 
■変質な油、不純 I 灯油は絶対に使用しないでください。 


A\M 険 


I * ガソリン使用禁山 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でを、 
火災の原因にな0まず。 



•変質灯油(持ち越した好油など)、不純灯油（好油 
し以外の油■水-ごみび混入した灯油など）は、絶 
対に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因にな0まず。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

■'灯油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、高 
温および直射曰 
光を避けた場所 
に保管してくだ 
さい。 

•灯油容器內の灯 
ミ由が少ないと温 
度変化により結露して水びたまることびありまず。 

•丹油の容器は専用のされいな容器を使用してくだ 
さい。またな油容器は必ず J I S 認定品で色つさの 
灯油専用容器を使巧して < ださい。 



I 灯ミ由とガソリンの見分けかたのポイント'' 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなって < ださい） 

〇打油 1 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいまず 。I 


良い保管 


直射日光、雨水び当た 
らず、火気のない冷贈 
巧へ保管 


悪い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 










変質な油とは 


不純油とは 


はい订油。 
たな油） 


(ひと夏持ち越し 


♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した打 
油。 


古い灯油は 
使わないで 


巡 


•特に容器のふたが開けてあっ 一一 

たり、乳白色の容器で保管し A . \ 

たな油は変質しやすい。 V 、/ 

変質のひどいものは黄色味を 徳用禁止 

おびた0、すっぱいにおいび 
します。 

変質を防ぐため口油は翌シーズンに持ち越さない 
ぶラにして < ださい。 

/ - 

変質な油-不純な油の見分けかた 


♦打油故外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
のかしでも混入したな油。 


♦水やごみび混 
入した巧油。 


巧油面の 
油、水、ごみを 
. 入れなレで 



0 

使用禁止 


コップに水を入れ、次に巧油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 


水と同じ無色透明な6正常。 


かしでち色びついていたら 
使用しない。 




白い巧-1 


0 

使用禁止 


♦変質な油や不純灯油の見分け 
かたはたい へん 難しいので、 
メーカーのはつをりしない打 
油は使用しないでください。 


® 変質な油やす純な油を使用ず 
ると 

♦変質灯油や不純灯油を使用しますと、バ 
ーナーに多量の夕ールびたまり、点火し 
なくなったり、燃焼げ悪くなったり、激 
しいにおいびしたりします。 

♦水の混入した灯油を使用しますと、炎び 
かさ < なり火が消えてしまいまず。又、 

油タンクに灯油び殘っているのに、「給 
油ランプ」び「点丹」ずることびありまず。 


® 万一変質口油や不純な油を使 
ったときの処置のしかた 

戸-' . . . .... .. ..... . ... 

1 油タンク内の悪い灯油を掠き取り、良質 
のな油で内部を2〜3回洗ってか日ご使 
巧 < ださい。 ’ 

給油ロフィルターち洗ってください。 

(巧ページ参照） 

2 悪い灯油を破を取ってち効果のないとさ 
は、販売店までお問い合わせ< ださい。 


-お願し、- 

変質灯油や不純打油が原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保記期間中で右有料となりま 
す。 


お使いになる前に 










お使いになる前の準備 


給油のしかた 


ィ ' 

A 注意 

給;'由は、必ず消火し、本体温度び充分下びってか5おこなって<だ 



火災のおそれびありまず。 


1給油□ふたを開ける。 

油タンクの給油□みたを左「〇」に回して取りはずしてくださし、。 

2油量計を見なが 6 給油ずる。 

巿販の給油ポンプの先恥を止まるまで輕く差し化んで、油量計を見 
なび6給油してくださし、。 

(ホースが损けないよ5にミま.ましながら給ミ由して < ださい。） 


•給油の際は、給油□フィルターを取0去6ないでください。 


•給油の際に、水-ごみなどを入れないよラに特にま意してくださ 
し、。水-ごみなどは燃焼不良や、ノズルのごみづまりや電磁ボン 
プの寿命低下などの原因にな0まず。 

♦灯油は、油量計の r 満」の位置まで給油してください。「満」な上は、 
な油があふれ出ることびあり危険ですか5絶対に入れないでくだ 
さい。 

3給油 口 ふたをしっかりしめる。 

給油□ふたをち「1〇」に回して、しっかりしめてください。 

4こぼれたな油はよくふき取る。 

こぼれた灯油は、必ずきれいにみ定とってください。危険ですし、 
燃焼中に臭気を発生する原因にちなりまず。 




給油の目安 灯油の補給は、油量計が「0」を示ずまえに、給油してくださし A 。 


♦本品には、油タンク内のな油の残りび少なくなると、運転 _ 

できなくなる油切れ用フ□ー トスイッチび設けられており 

ます。 I _ 

油タンク内の灯油がかなくなると、ブヴーび鳴り自動的に I _ J 

運転を停止します。消火後は r 給油ランプ」び r 点な」し、デ 〇 〇 • 

ジタル表お部はノ く一表あび「点滅」します。 











点义前の準備 


水平の確認をする。 


♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いていないか、不ま定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震白動消火装置び誤作動ずることびあります。また、 
転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


2油漏れがないか確認する。 




油タンクの油漏れはないか、置台に油だま0びないかを 
確認してください。 

3電源プラグをコンセントに差し JZi む。 

•電源は必ず100 V 7 A しん h の専用コンセントをお使い 
<ださい。 

•電源プラグを、コンセントに確実に差し込んでくださ 


逗源フラグ 

-お願い- 

女電源プラグを、絶対に、200ボルトのコンセントに差し込まないでください。感電■火災•故障 
の原因にな0まず。 

女コンセントがゆるんだり、差し込みび不充分でずと、電源プラグび過熱し、熱変あずることびあ 
ります。 

このよラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依 ^~ 

ホ占,了/卜'、主，、 ^タコ足配線、 

頼してくたさい。 I _ ——又はを 険ノ > 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 k ~ z ： M 又 -^ 


女電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い ipii^r 

物をのはたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因にな0ます。 し ^ 

女他の電気器具と同時に使巧ずるとをは、ご家庭の安全器 ^ 

(ブレーカー)の容量をこえないよラにしてください。 

女電源プラグを掠くとさは、電源コードを引っ張って扳か 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になりまず。 

★熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることが 
ありますので、熱に強いマットなどを敷いてください。 


0 

禁止 

0 

^禁止 

A 


お使いになる前に 






③約 18 日秒後に自動的に点火しまず。 

参 r 運転スイッチ」が「点な」に変わります。 

f -お願い- 

★ネ刃めて運転ずるとを、また長時間使用しなかった場合は、送油経路に充分燃料び供給されていな 
いため、白煙(灯油の蒸気)び出て一回で点火しない場合びありますから、しばらく待ってからを 
ラー度点火操作をおこなって<ださい。 

★点义媛約弧秒間は、温度調節に関係なく r 微弱燃焼」しまず。 

★点乂時にはかしにおいびあります。 

女点火時には「ボコボコ」あるいは r ゴー」と音びずることびありまずび異常ではありません。 

★室温が目で];!下の場含は、点火時間は21日秒になります。 

女ガラス炎筒に水をかけたり衝撃をちえないでください。割れることびあります。 

ス I '— ブを運転する前に、ガラス炎筒び割れていないか確認し、割れていれば修理(交換）してく 
ださい。 


点乂不良で、何回ち点火操作をした後に点火ずると、バーナー内に 
たまつた打油び燃焼して炎び大さくな0、すすび出て異常燃焼しま 


A 注意 


ず。 

このよラなときは、あわてずに、「運鼠スイッチ」を押して「切」にし、 


たまった阿油び燃えつさるまで待ってください。 


〇 

指示 


電源 プラグをコンセントから抜かないでください。 

















♦販売店にご相 i 炎く 
ださい。 


♦給気フィルターび 
目づま〇していな 
いか確認。 

♦給気フィルターを 
掃除ずる。 

♦販売店にご相談く 
ださい。 




状態 I 原因 

♦青炎燃焼で炎の先 
端に多少黄炎びは 
いる。 

♦ヒートエレメント 
びほぼ均一に赤熱 
し、炎の伸びや燃 
焼音びかさい。 


♦黄炎 •燃焼巧空気不足。 

•ががヒートエレメン♦燃焼リングの取り 
卜に達するほど伸び、付け不度。 

♦ク□ス7ットの浮 

極端にホく、黄色なし上りり、破}貝。 
を帯びていて、時ク 
エレメントの巧か6 
炎が飛び出す。 

♦「ポー」と言ラよラな 
異常音がする。 

♦ヒートエレメント•燃焼用空気びをす 
の赤熱び悪<、燃 ざる。 

焼音び大をい。 


I __誦が J __ 

女ス I ブを使用するとをは、正常に燃焼しているか炎の:!犬態を必ず確認してください。 


異常〔強燃焼〕 


異常〔強燃焼〕 




使いかた 













使いかた 


_ 室温の調節 • 乂力 調節(運転中に しかできません) 

♦運転中に、「手動切曾ボタン」を押ずことによって、自動運転と手動運転を選択できます。 

C 自動運転） 


■ご希望の室温を設定ずれば、室温を設定温度にコント□—ルして自動運転しまず。 - 

デジタル表示部 手動ランプ 



①「手動ランプ」が消なしていることを確認ずる。 

♦ r 手動ランプ」が r 点な」しているときは、 r 手動切醬ボタン」を押して r 手動ランプ」を r 消灯」にして 
<ださい。 


( f ) r 室愚-乂力調節ボタン J の过又は区）のいずれかを巧ず。 

♦「設定•火カランスび r 点滅」し、デジタル表示部に20(で）と表示しまず。 


③デジタル表示部を見なび S 「室温-乂力調節ボタ 
ン」の过又は区）①いずれかを押して、お好み 
の温度(し設定する。 


設定温度25で 
現在室温1日での場合 


♦設をび終わってから1日砂撥に r 設定*火カランプ」び r 消灯」し、 
デジタル表示部は現在の室温表示に変わりまず。 

♦設定された室漏にコントロールするために、自動的に r 強」〜 
「微弱」運転をくり返します。 


室巧温度〇 
設ぞ•义力争 

室の温度争 
設定•义力〇 


國 

10幸少後 

f 、 

i n 

i U 


♦室温の設定は、運転中にしかでをません。 

•運転中に設定温度を見たいとさは、 「室温-义力 調節 ボタン」 の <51又は 区） のいずれかを巧すと、 
デジタル表示部に設定温度を10秒間表示しまず。 

(3 又は区)のボタンを押してを、]回目は政前に設定した温度び表示されまず。 

2回目な後は変化します。 




心 


J 









★温度設定しない場含や、停電や電源コードを振いたりした攝をは、 

2日むび設定温度となります。 

★一度温度設定をしますと、その温度を記憶していまずので、変更 
しない限り、 「消义」 後再運転する場合ち同一設定温度になりまず。 

★温度調節は、燃焼用空気取入□近くの温度を感知しておこないますので、ス I -ーブの位置や部屋 
------- 

を去韋妄這^より、必ずしも、デジタル表示部の室内温度表示と、室温は一致しません。 


G 手動運転） 

■運転中に、お好みに応じて、手動で火力を目段階に切り替えて運転します。 



① r 手動切替ボタン」を押して r 手動ランプ」を点抑こずる。 

( D 惶湿-火力調節ボタン」の过又は®のいずれかを押ず。 

♦ r 設定-义カランプ」 び r 点滅」 し、デジタル表示部に現在の燃焼(火力)状態を表示します。 

③デジタル表示部を見なが S 「室温-乂力調節ボタン」の过又はに）のいずれ 
かを押して、お好みの燃焼(火力)が態に調節ずる。 

♦燃焼(乂力)が態を、お巧みに応じて 

W , (強)、，こ'5、 P しし P 3、 户之 '、 L ,コ（微弱) に切り誓えて調節してください。 


/ 〇 C 〇 U 〇つ 〇つ 

い , •* , 1 f JI ^ C 

- ノ 、 ノ V ノ V ノ、 . 

強 


L 〇 

mm 


室の温度〇 —、广‘ 
設定’义力参 


使いかた 


A 













巧いかた 


----- - - -- 

タイマー運転のしかた （タイマ-を使用して暖房を始めたいとき) 


♦このタイマーは、点火したい時刻と、タイマー点乂操作をずるとをの現在時刻との時間差をタイ 
7—セツ トするち のでず。 

例えば、現在の時刻び午後11時、タイマー点火したい時刻び翌日の午前6時であれば、時間差は 
7時間ですので、巧星）にセツトします。 

♦このタイマーは3日分をざみの時間セツトですび、10時間政上は]時間さざみの時間セツトになり 
ます。24時間まで設定び巧能です。 

♦3 日分は區 D と表示します。 

例えば、7時間孤分後のタイマー点乂時間でしたら、巧司と表示します。 



の r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

• r 運転スイッチ J び「点滅」、惶巧温度ランスび r 点な」して、デジタル表示部に現在の室溫が表示 
されまず。 

燃焼中にタイマーをセットする場含は、この操作はいりません。 ] 


@ r タイマーポタン」を押ず。 

♦r 運起スイツチ」と惶械晶度ランプ J び「消灯」して 、 r 予約ランプ」び _ . 

r 点灯」し、デジタル表示部にタイマー設定時間8.0(時間後)び表示 室の温®〇 P ミロ 

されます。 し ) 


タイマー点火時間をセットしない場含は、常に陪巧び表示され、盾.巧時間禮のタイマー点火時間 
になりまず。 












③「タイマー合わせボタン」を巧して帮望①時間を合わせる。 

9時間加分後に点火したいとき 

区)ボタンを3回巧します。 （1 回巧すごとに約3日分ずつ進み、 

1時間3日分後にセットしまず。） 

デジタル表示部び度！]を表おしまず。 

吕時間30分後に点火します。 

-お願い- 


室內温度〇 
設定.义力〇 


弓. 


★タイマー点火時間のセットは、 r タイマーボタン」を巧してから約10砂の間に、 （3 及は区)のボ 
タンを巧してセットしてください。 

★タイマー点乂時間の変更や、セットでをなかった場合は、をラー*度 r タイマーボタン」を押し直し 
てセツトし直してください。 


(3) 設定時間が経過ずると、自動的に点火しまず。 

経過時間は、30分（ G .5 にとにデジタル表示部に表おします。 


タイマー運乾の解除のしかた 

タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないた 
し、皆口'。 

① r 運転スイツチ」を巧して r 切」にずる。 [タイマー運転の麵] 

( Dr 運転スイツチ」を再度押して r 入_!にずる。 随常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


★タイマー点火しますと、約1時間後に自動的に消乂し、デジタル表示部に （7 可を表示しまず。 

(これは、閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると空気不足で危険となるためで、手を触 
れない場合は自動的に消火します。） 

連続使巧するとをは、1時間な内に r 時間延長ボタン」を巧してください。 

互！可能になります。 

★通常運転の燃焼中に r タイマーポタン j を押すと、タイマー点火操作をした場合と同じ状態になり、 
消乂してタイマーセットの状態となり、8時間禮に自動的に点火しますので、希望の時間に合わ 
せ直して < ださい。 

女タイマー点火操作後に停電びあったときや、対震自動消火装置び作動したときは点乂しません。 

★タイマー点义時刻が狂ったりずる場含は、電源プラグをコンセントか日一度抜いて、もう一度萬 
し込み直してください。 


使いかた 








使いかた 


消乂のしかた 


運転スイッチ 



♦消火後、約1日日砂間は対流用送風機び回転し続けます。その後自動的に停止します。 

♦消火時には「ボコボコ」あるいは r コ"一」と音びすることびあ0ますび、異萬ではあ0ません。 

-お願い- 


★消火操作をしたとさは、「運転スイッチ」の r 消打」とバーナー内の乂び消えることを確認してくだ 
さい。 

★緊急の時しソタ i は、消火は必ず r 運転スイッチ」を使用してくださし、。 

セントから振き取って消火することは、絶対にやめてください。 

(機器び過熱する原因になります。） 


消乂後再点义ずるときの注意 

★消火後ずぐに再点火すると、異常音び出ることびありまずので、しば5く（約10分)待ってか5再点火 
してください。 

★ストーブび温かいラちに再点火操作をしたときの予熱時間は、約60砂でず。 


消し; i れ消乂装置の使いかを 

★消し忘れによる、巧一の事故を防止ずるために、点火してか5 3時間燃焼が継続ずると、「デジタル表 
示部」にゴ/イを表示して自動的に消火します。 

残り燃焼時間は、デジタル表示部に、残り1日分前から、1^、 

<1分と表示します。 


9 


室內湿度〇 
設定•义力〇 


3 


消火1日分前より、2分毎にブヴーでお知5せしまず。 

( D 消火する前に r 時間延長ボタン」を押ずことにより、その時点か6再度3時間 
の燃焼継続が可能になりまず。 

•自動消火した場含は、「運輯スイッチ」を}甲し直してください。 


換気ミち意表示の見方 


★閉め切った部屋などで長時間運転するとブヴー （ r ピッ」音)び鳴って運転を停止し、「デジタル表示部」 
に rP 表示を r 点灯」します。 


Ik 


1時間に]〜2回は必ず部屋の換気をしてください。 


ま巧洁度〇 
設定•か力0 


E 










まを装置 


★安を装置が作動ずるのは何らかの異常があるとさですから、 
下記の処置をしても正常にならないと去は、お買い求めの販 
売店にご相談ください。 

★再点火操作とは、一度 r 運輯スイッチ」を r 切」にしてから、再 
び押し直して r 入」にすることをいいまず。 


OYOTOMI 


) 〇 〇 

勒 予約 給油 芦巧丘 


卵 ◎ 

巧皆タイマー時間巧長 


入/切 


を全 装置 名 


はたらを 


処 置 


巧震自動 
消火装置 


不完全燃焼 
防止装置 


♦運転中にストーブ本体び地震(震度約5上)や 
強い振動や衝撃を受けたとを、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 


♦換気不良、手入れ不良その他の異常によりバー 
ナー部への空気の供給び不足したとを不完全燃 
焼による危険を防止するをのであり、自動的に 
燃焼を停止します。 


この禁置は、あくまでも不完を燃焼による危険を防止ずるた 
めのちのでず。 

使巧中は必ず1時間に1〜2回換気して、新鮮な空気を補給 
してください。 


•地震によつて作動した場合、 
周固の可燃物、機器の損傷、 
油漏れなど異常がないこと 
を確認してから、再点火し 
て < ださい。 

♦作動した場含は、給気フィ 
ルターの掃除をし、部屋の 
換気をしてか5再点火して 
ください。 

(のぺージ参照） 


点义まを 
装 置 


停電安を 
装 置 


燃焼制御 
装 置 

過熱防止 
装 置 


♦点火ヒーターの赤熱不足や、パ‘ーナーヴ ー S ス 
夕の不良による点火不良。 

♦点火ヒーター-電臟ポンプ.燃焼用送風機など 
の故障によ0点火しないとさに、運転を停止し 
cK 9 0 


♦運転中に停電や電源プラグを振<などして電源 
び切れたとさは、自動的に運転を停止します。 
再び通電されてち運転しません。 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置でず。 

•対流用ファンモーターの故障や異常燃焼などの 
原因でストーブび異萬過熱したとさ、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 


♦点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとさは、 
バーナー底のク□スマット 
に灯油びしみこんでいまず。 
売をに乾燥させてからご搜 
用 < ださい。 

(販売店にご相 i 炎ください） 
•再点乂操作をしてくださし、 


参再点乂操作をして < ださい。 


•ス I -ーブの周囲を 
上あけてください。 


使いかた 




点検-手入れ 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にまをにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、 
又は修理資格者〔（財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習 
会修了者（石油機器技術管理±)など）のいる店、当社を店.営業所などに点検依頼されることをお 
すずめします。 




ノ 


曰常の点検-手入れ 

.... . - - . - ... . _ . 



-お願い- 

★点検•手入れをずるとをは、必ずストーブを消义し、電源プラグをコンセントからおいて、本体 
温度が巧分下がつてか5おこなつてください。やけどや感電をするおそれがあります。 


女部品に触るとをや、内部を掃除ずるとをは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってく 
ださい。 

★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 


•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいちのを置かないよラにして<ださい。 



•ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で聴 
し、取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふを取 
ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のをとでずし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


!油漏れ、油のたまり、油のにじみ I 

•曰常、油漏れや油のたま0、油にじみがあるか 
どラかを、調べるよラ習慣づけて< ださい。 
万一油漏れによって、油のたま D 、 油にじみび 
生じているとさは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏処置をし、油漏れびなくなったことを 
確認してか5点火操作をしてください。 












__ 系輝 ルターの 掃除 — 

♦本体の側面にある給気 フィ ルターに、ごみやほこりび目づまりしますと、燃焼用の空気量が減って不 
完全燃焼の原因になります。 

給気フィルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

♦給気フィルターのミちれがひどい場合は、給気フィルターの止がねじ （ 1本)をはずし、給気フィルター 
をはずして掃除を してください。 

f -お願い- 、 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れび取れないと去は、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因にな D ます。） 


点検•手入れ.アフタ—サ—ビス 


参燃焼中にス I — ブをゆすって、自動的に消义するかを点検してください。 



点巧 • 手入れ 

I 7 L _ ' 油タンク内の水~振寺~~^ 

•油タンクの中に水やごみがたまった場合は、給袖口のみたをはずし 
て 給油 □フィ ルターを取り出し、巿販の給油ポンプを差し込んで、 
油タンク底の水抜ををします。またごみびたまった場合にわ同様の 
処置をして < ださい。 

★油タンクの中に水びたまったとさは、デジタル表示部に巨互を表 
示して、自動的に消火します。 



ガードの掃除 


♦ガードび白く巧れてきた場合は、固めにしぼった濡れ雑巾でふを取ってください。 


1シーズンに1〜2回上 


_ — ____ パ‘ーナーの师陳 

•販売店にご相談ください。 （ 1シーズンに1〜2回） 


電源プラグ、コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると乂災の原因にな 
ることびありまず。 （1 シーズンに]〜2回)電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、付着したほこ0や巧れを取0除いて<ださい。 















K 障•異常の見分けかたと処置のしかた 

L _ 異常 のお知5せ (デジタル表示の見かた)_— 

安全装置び作動すると、自動消火しまず。又、デジタル表示部に故障.異常の原因が表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するとをや運転しないとさは、お貴い求めの販売巧へご連絡ください。 


処置方法 

♦運転スイツチを一度 r 切」にしてか6現在時刻. 
タイマー点义時刻.室温設定をして<ださい。 

♦しば5く待ってか6再点火操作をしてください。 
参ストープの周ほの障害物を取り除いてくださし、。 
♦電気系統の故障でず。お買い求めの販売店また 
は別紙のお客様相談窓口一貸まで、「デジタル 
表示 J などをご連絡ください。 

♦修理が必要でず。お買いボめの販売店または別 
紙のお客様ホ目談窓口一乾まで、「デジタル表示」 
などをご連絡くださし、。 

♦しば5く待ってか6再点乂操作をしてください。 
参お買い求めの販売店または別紙のお客様相談お 
口一貸まで、「デジタル表示」などをご連絡くだ 
をい。 

♦油タンク内の水を抜を取ってから再点乂操作を 
して < ださし、。 

♦ストープが傾いていないか確認してか5、再点 
火操作をしてください。 

♦給気フイルターの掃除をしてください。 

(22 ベージ参照） 

•修埋び必要でず。お買い求めの販売店または別 
紙のお客様相談窓口一賀まで、「デジタル表示」 
などをご連絡くださし、。 

♦ス1-ープの周囲の障害物を取り除いて < ださし、。 

♦聖気系統の巧障です。お買いホめの販売店また 
は別紙のお客様相談窓口一覧まで、「デジタル 
表巧」などをご連絡ください。 

♦給気フイルターの掃除をしてください。 

(22 ぺージ参照） 

参修理が必要でず。お買いボめの版売店または別 
紙のお客様相談窓口一度まで、「デジタル表示 J 
などをご連絡ください。 

♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこなっ 
てか5再点火操作をしてください。 

•口油を給油してか6再点义操作をしてくださし、。 

•毎点乂操巧をしてください。 

•再点义操作をしてください。 


デジタル 

表ち 

点な（点 H) の意味 

E 0 

♦停電消乂後里源が入りました。 

♦過熱防止装置が作動しました。 

E 1 

♦パーナーが巧熱不足でず。 

•バーナーヴ ー5 スタび断線しました。 

•ルームサー5スタび断線しました。 

•点义ヒーターが断線しました。 

ら 3 

♦消义後ずぐに再点义操作しました。 

♦点乂ま全装垣が作動しました。 

い! 

♦油タンクに水び混入しました。 

E 5 

♦地巧により消义しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝おびちえ5 
れ消义しました。 

ES 

•不寅を燃焼防止装困が作動しました。 

E >1 

•室温の検知部げ日 0 で上になりました。 

E 8 

♦燃焼用ブロアモーターび停止しました。 

E 弓 

♦点火をを装置が作動しました。 

•フレーム□ッドびアースしました。 

EII 

♦す完を燃焼防止装置が作動しました。 

mm- 

給油ランプ 

♦ミ由切れで消火しました。 

3 H 

♦消し忘れ消义窝置にて消义しました。 

IH 

タイマーランプ 

•タイマー運転が終了しました。 


点お • 手入れ • アフタ—サ—ビス 





4 







が障.異常の見分けかたと処置のしかた 


電源プラグをコンセント 
に差し这んでいない 

停電した 

巧屢自動消火装置げ作動 
した 

油タンクの中に水が入つ 
ている 

給気フイ ルター の目づま 
D 

油タンクに巧油がない 


阿油が油タンクの出し入 
れでこぼれた 

換気す良 


打油の質が悪い、変質な 
油、ミちれた油や、ポリ容 
器で1年間}寺ち越したな 


処置方法 


電源プラグをコンセント 
に差し泣む 

停電復帰を、再点火操作 
をずる 


再点火操作をする 

市販の給油ポンプで水混 
入の灯油をずつかり巧く 


フィルターを掃除ずる 


0油を入れる 

こぼれた灯油をされいに 
ふき取る 

部屋の充分な換気をする 


不良な油を良質の灯油に 
入れかえる 

販売店または別紙のお客 
様相談窓□一覧にごホ目談 
<ださい 


♦表中のと表示は、24ページ[琴常を あ 苗[呜おの頁を参照してください。 

♦この表似がに不具合のある場含には、お買い求めの販売店、又は別祗の rsssi 相談窓口一 覧 I まで 
ご相談ください。 


故障かなと思ったときに 


運乾スイツチが点灯しない I 





















部品交換のしかた 

♦部品交操や修理をお受けになる場含は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習尝修 
了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 

♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品が必要な場含は、お買い求めになった販売 
店にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品をご使用 < ださい。 

★部品を交換するとさは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか 
ら抜いておこなって<ださい。 


胃(長期間使用しない場を） 

广 — -- - —— -- 

女ストーブを保管ずる場をは、21ページ 点検•手入れ の項を参照して、ストーブの手入れをし 
てか5保管して < ださい。 

女傷んでいる箇所は、がず修理をしてか6保管してください。 

—■ — -~- — —■-- —— — —— —— _ —. _ _ ) 

1 ス I ブを消乂し、ス I ブび巧分をえてか6、電源プラグをコンセントか 
5抜く。 

2給気フィルター、電源プラグに付着したほこりやミちれを電気掃除機や固くし 
ぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

巧油タンク内のホ了油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦鍵や巧あさの原因になります。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼったミ需れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた巧で水気をふを取ってくださ 
し、（シンナ ー 、ベンジン等ではみかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気のかない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないでください。おけされなかったな油び漏れまず。 

女取扱説明書-保証書をおず保管してください。 


点横•手入れ•アフタ！サ—ビス 


廃棄するとを 

23ぺージ畦夕绰内を J < 量き]の項を参照して、油タンク内の灯油を振き取ってから廃棄してください。 





暖房出力^- ミ 

燃料消費量 S 手 

____ 最 か 

タンク容量 
燃焼継続時間 


が お 寸_ 

m : 

電源電圧及 び周漉数 
定 格 

消費 電力 


KF-09(DX) 


_強制通気形開放式石油ストーブ-ポット式(強制対流あ） 


電気点乂 


灯油 （ JIS 1 号） 


_ g.ggkw _ 

3.70 kW - 


日. 971 L/h 


_0.3已白し /h _ 

18 L 


18. 日時間（最大燃焼時） 


高さ68己 mm 幅 444 mm 興行 649 mm (置台を含む） 

19.7 kg 

100 V • 50/60 HZ 


点火時 240/24 I 3 VV 燃焼時 43/37 W 
最大68日/68日 W (点火初期に短時間発生） 


最大燃焼時 40 d 目最ル燃焼時3别臣 


4 A 


対震自動消乂装置、燃焼制御装置 


_不完全燃焼防止装置（フレーム□ッド、ノ くーナーヴーモ方式）、 


点乂安全装置、過熱防止装置、停電安全装置 


置台 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 (JIS S 3031) に基づく正面値でず。 

■配線図 










































ア フターヴー ビス 

I _お 証(一こ っぃて__ _ 

♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入しておミ度ししますので、お受けおりください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保記期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

「修理查依頼するミ量 I 

• 故障•異常の見分けかたと赃置方法 （24 ぺージ)に従って、お調べください。直らないときは、ご使 
用を中止し、必ず電源プラグを振いてか5、お貴い上げの販売巧にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…強制通気形開放式石油ス I -ーブ 
③型式の呼び… KF -09( DX ) 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に;走って、販売店び修理させていたださ 
ます。 

♦保節期間び過ぎているとをは、修理ずれば使用で定る場合には、ご希望により有料で修理させていた 
だをます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


★石油ス I •'■ーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後巨年でず。 
♦捕修用性能部晶とは、製おの機能を維持ずるために必要な部品でず。 


♦この石油ストーブは電源周波数日日、孤 Hz とわ同一仕様です。 

女電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの 
転居は再調整び必要でずので、別紙の「お客様相談窓己賣]までご相談ください。 


転居される場合 


補修用性能部品について 


この取披説明書と本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反して使用された場 

合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

、 »' — — . ■ • , . __ _ _ _ 


点検 • 手入れ • アフタ|サ！ビス 







アフターサービス 

|_ MMY 修丽屬先1 

アフターサービスについてねか6ない場合は、お質いホめの販売店、または、もよりの I 京客穂相胃 
□- 覧 I (別紙参照)までお問い合わせぐださい。 


お客様相談窓口 


株式会社 1 - 31 - ミ 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
干 467-08 曰己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


※別紙の I お客様相談窓口一覧表]を参照してください。 









KF -09( DX ) 取扱説明書 


長情点検 1 

参石ミ由ス 1 -ー プの補修用 

★長年ご使用®石油スト—ブ (D 点検を！ II 聽切の驢期年體 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
ち 0 ませんか 

♦油漏れする。 

♦点火時に白煙び出る。 

参強しりこおいがする。 

♦がび異常に黄色い。 

♦ぞ熱時間が異常にながい。 
♦運転中異常な音がする。 
♦その他の異常*故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 

か 5 電源プラグを 

抜いて、必ず販売 
店に点検-修理を 
ご巧頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

KF - 09( DX ) 

お買上げ年月日 

年月 曰 

お買上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

- J 


株式会社 1 - 31 -= 

本 社 名古屋巿瑞穂区桃園お已番17号 
干4目 7-0 曰已己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 



巧巧を巧トヨトミは巧適巧巧の一巧としてこの®化^3は再を想を巧巧していまず。 


SB だ合ホ I 戊々&巧ま KS 任巧してい X す 






